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＜研究概要＞ 

 

噴火後 25 年以上経過したにも関わらず，土石流の発生が報告されている雲仙普

賢岳の水無川流域において，インターバルカメラや UAV 等を用いた計測により，

水文プロセスと地形変化プロセスの両面を明らかにし，土石流発生予測モデルを

構築することを目的とした。 

 

＜事後評価コメント＞ 

 

 本研究は、カメラやＵＡＶを活用することで現地の地形変化の実態を捉えてお

り、ロジスティック回帰分析を用いて土石流発生予測モデル構築の可能性を示さ

れたことが評価に値する。 

今後は、研究成果の活用方法を見越して、観測に加えて地形や水文プロセス等

を考慮することにより、土石流発生予測モデルの構築等をさらに検討頂くととも

に、降雨とは直接関係のないと思われる冬季の小規模崩落の原因などを明らかに

し定量的な評価を行って頂きたい。 

 

 
※評価基準 
Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった 
Ｂ：研究目的は概ね達成され、研究成果があった 
Ｃ：一定の研究成果があった 
Ｄ：研究成果があったとは言い難い 


